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今日とても楽しかったです。

 

 

これは日本語で投稿されたものです

王逸雯さんの日記



成長中

2015.09.06

      今すでに沖縄向陽高校に到着しました、ここはみんなとてもやさしくて、宿泊条件もとても良いです。ただwifiがなく
て、みんなに連絡しにくいのが残念です.

       昨日着いたばかりで、同じく心連心のみんなとわかれて、とても名残惜しいです。
       もう離れているし、ごく短い7日間の付き合いだったけど、みんなととても長く一緒に過ごしたように感じます。この7日
間のスケジュールはハードでした。北京で初めて会って、仲良くして、会議をして、楽しく騒いで、東京についてからのひ
っきりなしの研修研修研修に追われ、スケジュールに苦しめられてくたくたなのと同時に、私達はやっぱりいっしょに騒い
でいたいと思っていました。お互いに理解し合い、お互いに面倒をみ合い、家族になったみたいです、私達が異国の地で信
頼して頼りにできる相手は心連心の同期生であることは明らかです..にわかに心連心のこのテーマの意味が理解できた気がし
ます..
      引き続き1年間、私達は別れて日本の異なる場所、異なる学校で学び、生活します、私達はおそらく予想もできないよう
な困難に出会うでしょう、しかし困難に直面した時、他の30人も私と同じようによく知らない環境の中で一人で戦っている
ことを思うと、感無量です、そう、みんなは私の信頼できる精神的支柱です。
      私達はみな新しい挑戦に向き合い、新しい生活に直面し、この1年間でそれぞれ努力し、それぞれ絶え間ない成長に直面
します。今後の1年間でするどの挫折も私達に成長をもたらし、私達に輝かしい前途をもたらしてくれることを願います。私
の突然の屁理屈をお許しください、第10期生のみんなが大好きです、みんながとても優秀で、みんなに出会うことができた
ことに感謝し、みんなに出会えたことが本当に私のなによりの幸せです。
 

      ここにきて1日経ってやっと先輩の話が理解できました、つらい時は泣きましょう、涙には毒があるから、泣いてだして
しまえば大丈夫。泣き終わって向き合うことで、成長することができます、私達の幸運を祈ります。

王逸雯さんの日記







日本の制服を着いている

2015.09.07

    学校に到着から、ずっと自分紹介をしています(笑)

    皆さんはとっても親切な人と思っています、すぐ私の名前を覚えました、そして彼女達は自分の名前を教えて...でも日本人
の名前は長い、そして人は多いから...全部覚えできないです...でも私は頑張ります。
    そして、体育課は面白いです。
     2年生の1、2、3クラスの女子と一緒バスケを習いました、ちょっと疲れても、みんなと一緒は楽しかったです(笑)。
     今日新しい友達と会いました。1組のミヨです。彼女は台湾で一年間留学することがあります、中国語はペラペラです(笑)
先月帰った、おととい空港へ私に迎えに行くことがあります。中国語は台湾の発音が厚いですから、台湾人見たいです(笑)。
      ここの先月先生は面白いです、冗談が好きです、心は若いと思っています。
      今日はもと部活が観光つもりですけど、ちょっと疲れしまいましが、寮に帰りました。
      以降はどんな面白いことを生まれますか...楽しみですね(笑)。

これは日本語で投稿されたものです

王逸雯さんの日記



体重は重く情けは深い、天気は暖かく心も暖かい

2015.09.11

沖縄に来る前に、沖縄の食べ物は私の口に合わなくてまともに食事を取れなかったらどうしようと、親が絶えず心配してい
ました。以前はこのような問題があったけど、今の私は、ここの食べ物は美味しすぎて食べて食べて止められなかったらど
うしようと、心配しています..（笑）
       学校のご飯は意外に美味しかったです。毎食にお肉やトンカツやフィッシュカツが欠かさず出されて..まだ慣れていない
ころ、鬱々とした時はあまりたくさん食べられなかったけど...今はクラスメートと仲良くなってきて、気分が晴れて食べる量
も多くなってきました..
       ダンス部に参加しました。自分のことをとてもかっこいいと思えてしまって（笑）けど、意外に運動量は多かったです。
疲れてしまう毎日ですが...とても充実していて楽しいです。
       この何日間、私は食堂の清掃を担当して、テーブルを拭いたりしました。ここでのお掃除はとても楽です。みんなはきれ
いに使うよう心掛けていると思います。食事のときはできるだけ食べカスをテーブルにこぼさないようにするとか。ここの
人みんな、人に迷惑をかけないように、何をしても気を遣っています。だから私は“自分で自分に面倒を引き起こす”時以
外、楽しく愉快に過ごしています。
       食堂はもう十分に美味しかったけど、ある日、学校の向かい側にコンビニがあると発見しました...それは私が太ってしま
った原因になります...文房具を買いにきて、お会計の時にそこの冷蔵棚にはお弁当が美味しそうに並んであって...その日か
ら、毎日の夕食後に、私はどれか一種のお弁当を食べることになって...
        ここでの生活は本当に面白く、ここの人もみんな面白いです。一昨日の晩に、日本でできた友達美月がうちに遊びにき
てくれた時、携帯の中の写真を見せたら、東京で研修時に撮ったゴキブリの写真が思わず出てきました、そこで美月は突然
言いました： “東京のゴキブリはちっちゃくて可愛らしいなあ、沖縄のゴキブリは超でかくて超強いの...足音を立てて移動す
るの...”
        そして振り返って、ルームメートの仁美に：“仁美さんはゴキブリを一匹持ってるよね！”
        “そうそうそう！探すわ”と仁美は引き出しの中を探り始めた“あれ？どこに行ったの？...さきまでここにいたのに...”
       “本当なの？うそでしょう！”と髪の毛を乾かしながら聞きました。
      “見つかった！”
        仁美は振り返って何かを私に投げてきて、思わず手に取ってみたら、ゴキブリだ！気が狂ったかのようにドライヤーを
投げ落として走りながら美月を抱きしめて、座っていた位置から離れてしまった...
        そして、二人はしばらく笑いが止まらず、私の反応が最も見事だと褒めてくれました。
        沖縄に配属されてよかったとありがたく思っています。私は自分から声をかけることができない性格で、見知らぬ人の
前では、声すらでないくらいでしたが、ここの先生も、クラスメートもとってもよく面倒をみてくれて、ひとりぼっちにさ
せずに何をしても私を仲間に入れてくれて、みんないい人ばかりです。
       とても印象に残ったのは昨日の中国語授業で、ある動詞を思い出そうとして、電子辞書で調べてみたかったけどなかなか
見つからなくって、イライラしてきたところ、となりのクラスメートが私を軽く叩いて、紙にその単語の漢字を書いてくれ
て、何も言わずにまた授業に集中してしまいました。
       周りの人と無言で思いやりあう人々に感動しました。沖縄地方は天気が暖かいだけでなく、心も暖かく、この暖かいとこ
ろに居る私は、体と心ともに快い感じに包まれています。

王逸雯さんの日記



向陽の心

2015.09.11

運動会に、深々と感動しました。
      これは私が向陽高校にきて初めての大型イベントでして、みんな自分のクラスのユニフォームを着ています。ユニフォー
ムって、本当に帰属感を募らせますね、身寄りも頼る者もいない異郷にいても、私は二年二組に属しているよとアピールし
ているような。
      ここのリレー走は中国と違って、先生も含めてクラス全員が参加します。試合前の私はずっと緊張していて、下手に走っ
てしまったら恥ずかしいなぁと...そして先生は、緊張しなくていいよ、私の後の一葉さんは速く走れるから私は遅くても問題
ないと慰めてくれましたが...聞いて感動しましたがやはり緊張してたまらなかったです。
       私は7番です。7は日本で縁起のいい数字だから心配しないでとクラスメートの千尋は言ってくれましたが...ますます緊張
してしまいました。
       
       スターターピストルが鳴った、一人目の担任の先生は我を忘れ走り出しました、そして次から次へ、間も無く私の番にな
りました。私は振り返って茫然としましたが、後ろにいるみんなは拳を握って気合を入れてくれました。バトンを手にした
瞬間、全力を出して走って、そして次の人に渡しました。走っている間に、みんなは大声で私の名前を呼んで、頑張れと叫
んでくれて、到着した瞬間は、私はあまりにもの感動で涙を必死に抑えながらみんなを見回していた。とても速かったねと
みんなから言われて、私は本当にすごく感動しました。
       みんなは大声で走っている人の名前を呼んで頑張れと叫んでいます、まだ全員の名前を覚え切れたわけでもない私も、み
んなと一緒に叫んで、はしゃいでいました。
       一人の女子は足を捻挫したけど、棒で体を支えながら走り続けていた、彼女の次の人はバトン取りに彼女に向かった。自
分が数十メートル多く走ることになっても気にせず、これは私の目に映った彼らの優しさです。
       一番遅いクラスの最後の一名はずいぶん離れてしまって、これはどこでも平気でいられない気持ちになりますね、とくに
その最後の一名は鮮やかな服を着ている...
       私がそっちのクラスに視線を向けると、大変感動的なことに、クラス全員は彼と一緒に終点まで走って、そして素晴らし
いと歓声を上げていました。本当に本当に優しいです。
       ここに居て私はようやくわかったのは、リレー走とは、クラスの一番速い男女何人かを選び出すのではなく、速かろうが
遅かろうが、全クラスの全員の力で獲得した栄誉なので、いい成績が取れるかどうかとは関係ないです。誰がバトンを落と
してしまったかとか、誰がこけてしまったかとかを責めたりする人は誰一人もおらず、みんなで楽しかったです。
       そして、私は再びこう思った：何をしても、みんなで一緒にすることは一番大事だと。
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気分が晴れない時にショッピングに行きましょう

2015.09.13

全世界の女子高生には、一つの共通点があります：忙しい中から時間を見つけて、何人かの集まりでショッピングにいくこ
とです。私の居るここも例外ではないです。
        せっかくの週末だから、どこかへうろうろしに行きたいと思ってたので、昨日は早起きして出かけました。インターネ
ットや何の案内もない中、一本の道に沿って３０分以上歩きました。通り抜けられると思いましたが、数々の山を越えてい
くことはできないと後になってわかりました。一年間は長いですね、ここに来た以上、私は勉強だけでなく、ここの生活に
も溶け込みたいと思います。
        寮に戻ったら、私を沖縄の中心部に連れていくとみんなで話し合っていて、何を買いに行こうかまでも議論になってい
ました。本当に、ここのみんなは母みたいに、私が口に出すよりも先に、何もかも考えてくれました。
       前は、クラスメートにお願いしたり助けてもらったりすることはとてもできなかったのです。人に迷惑をかけてしまうで
はないかと。けれど、彼たちにすれば、どうやら迷惑だと思っていないようです。今日一日、彼たちは自分のために何も買
わなかった、ずっと私の買い物に付き合ってくれていました。今回一緒にショッピングに出てきて良かったと思います、よ
り彼たちに溶け込むようになったから。
        ここの交通はあまりにも不便で、タクシーで一時間乗ると、ようやく街に出られました。こっちはさすがに観光地で、
着いたらあちこちに中国人がいます。彼たちの言葉を聞くだけで、とても親しみを感じるくらいです。その後は何人かの同
郷を手伝うため通訳しました。
        本当にいい感じだったのは、買い物の後、一緒にプリクラを撮りました。日本のプリクラはめちゃ強いPS機能があると
とっくに覚悟しておきましたが、写真を見た瞬間はやはりショックだった（写真一枚付き）。
        日用品を買って帰ろうとしました。帰る途中に、移動販売車に出会って、たこ焼きのお店でした。店長は大阪からきた
おじさんで、関西弁でしゃべりまくって面白くて、しかも中国語もできます。若い時に中国へ留学に行ったことがあると話
して、その時はリュックひとつ以外、何もなかったと。
        だから言葉が通じない心細さ、異国に居て、洪水で水没したかのような寂しさと冷たさは、周りの人の暖かい微笑みで
簡単に退散できるものではないことはわかっていると言ってくれました。そういうのは、実際に経験しない限りわかりよう
もないですね。
        その前の私の悲しみは、みんな見届けています。彼たちは中国人と違った慰め方をしています。一人で悲しむ時間をく
れてから、僕たちに頼って、僕たちに助けさせて、と強い暗示をかけてくる、喜んで力になりますよ、と。
        前の慣れない感じは、自分が拒否しているところから生じたものにすぎないです。沖縄にきて良かった、感謝の気持ち
でいっぱいです。
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沖縄生活のあれこれ

2015.09.18

    沖縄の景色がきれいというのは絶対に嘘ではない。

    毎回階下に降りると、我慢できずに沖縄の空を見あげてしまいます。

    ときどき、授業中に気が散った時にも、天を仰ぎます。

    数日前、向かいに買い物に行った時、小さいのらネコに会いました。長い時間一緒に遊びました。

    おとといの授業中、私のそばの席の大輝君が何列か前の秀那君を指さしながら私に“ほら、秀那の頭、たこ焼きみたいだろ！”と言ってきました。

     その後私は一日ずっと笑っていました。

     昨日部活を見学していた時、私は派手に転んでしまいました。みんなが驚きあわてて私に大丈夫かと聞いてくれました。そのあと、みんなでお腹をかかえて笑いました。と
っても楽しかったです。転んだおかげでみんなと親しくなって、お互いに冗談を言い合うようになりました。

     感動させられたこと。私の日本語はまだ学んでいない単語と文法がたくさんあって、ひとつの事を話すとき、完璧に伝えられないから、言いたくなくなってしまい、そうな
ると諦めたくなっていました。そんなとき、みんなは私の手を引っ張って笑って

     “頑張って、ゆっくりと考えて、私達は聞いてるから、ちゃんと最後まで話して。”と言ってくれます。

     それと、明日はテストです。とてもうっとうしいです。

     さっきfamilymartでおいしいおやつを買いました。おススメです。
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王逸雯の日常

2015.09.20

到着から二週間後、私は故郷の江城が少し恋しくなりました。警察が離れるとすぐに現れる露店の串焼きや、エビの炒め
煮、火鍋や麻辣湯を食べたいです。
     
       今日は五連休の2日目です。私のルームメートを含めて、寮の中の人ほとんどが家に帰りました。
      
        起きた時には朝食の時間を過ぎていて、ベッドの上で一人ぼうっとしていると非現実な感じがしました。部屋にはエア
コンのそよそよという音と私の呼吸音だけです。私は一人で携帯をいじっていました。しかし、突然ドアを開けて、携帯で
遊んで、まだ起きてないの、と叱責し、私を起こして顔を洗い、うがいして勉強するようせきたてたりするような人はいま
せん。
       お母さんがそばにいないと、携帯をいじらなくなります。
       
       私は起き上がり、カーテンを開け、顔を洗いうがいをして、自分の部屋の掃除を始めました。
        
        ここで昨年きた鄭桐先輩に感謝したいと思います。彼女がたくさんのものを残して行ってくれたことに感謝です。部屋
のエアコンのリモコンの電池がなくなりましたが、幸い、電池を買う前にたんすを整理して、いくつかの南孚電池を見つけ
ていました。
       
       夕飯の後に散歩に行きました。ここでは海が見えます。海と空がとけあって一色になっているすばらしさ味わうことがで
きます。空気もしょっぱくなってきたみたいです。私は海辺まで行きたかったのですが、海は自分が思ったよりも遠かった
です。空も暗くなってきたので、帰らなければなりませんでした。
       
       楽しいのは容易であると言います。なぜなら、短い滞在は慣れるための時間に換算する必要がないからです。
私にとっ
て残りの一年が短いものでありますように。
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良い天気でもまた雨は降る

2015.09.24

  私が見た景色をどう形容したらよいでしょうか。空の雲は水であり、霧であるとわかっているのに、ここの空は私を、雲は
空中に柔らかく漂う真っ白な綿だと思い込む子供のようにさせます。 

    午後の木の葉はそよ風にやさしく揺られ、こぼれおちた光を動かして、地上の影の色を深くしたり浅くしたりします。
     
      私は周りの女子学生達の談笑を聞きながら、地面をぼんやりと見つめていました。こんなに落ち着いた日をあとどのくら
いの間過ごせるのでしょう。最近沖縄の天気はとてもいいので、心地よい気候の沖縄にも雨が降るということを忘れさせら
れてしまいます。
     
       明らかに私は生活が軌道にのった状況です。3週間ここで頑張っていて、大体の状況を把握できました。もう些細なこと
に気を使わなくなります。
     
      すべてが思う通りに運んでくれています。わずか数週間で、私は、彼らと同じく清く澄んだ、曇りのない心を持つように
なりました。
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懐かしさは依然としてこのいつでもやってくる雨の夜のように

2015.09.27

       土日の休日はいつものように夕方になって散歩に出かけます。こちらの海が囲まれてしまったとしても、私はやはり海に
向かって歩いていきます。

   
      目の前にある海が見えず、輝く太陽が見えず、海風が吹いてきて顔にぶつかる、私の心には一面の紺碧が広がっていま
す。
 
      私はいつも霧の中にいるようで、向こうにあるのは、沈んできた夕日か、それとも昇ってきている月かははっきりわから
ないでいます。彼たちは遠く遠く空の向こうに隠れていて、迷宮のようにはっきりとしません。
 
      寝る前には、私は携帯に入っていた写真をめくります。たくさん記録されていて、家族、友達、自撮り、私のワンちゃ
ん、ノート、風景、出会いと別れ、喜怒哀楽、私の笑顔と涙、私の記憶、私の生活、知らず知らずうちに流れていった時
間。
       写真は楽しい一瞬を、永遠の画面にしただけで、私にとっては、真に貴重なのは、写真が記録したみんなで一緒だった時
間です。
       今日は中秋の節句で、中秋は家族団らんの日です。けれど、この家族団らんの日には、私は異国にいます。
       小さい時のことを思い出しました。ある時、父が中秋の日には出張で不在でしたので、私は電話して泣きながら帰ってき
てくださいとお願いしたら、父は電話の向こうでしばらく考えてから私にこう言いました
          “パパは今お月さまを見てますよ、君もお月さまを見に行き。お月さまは一つしかないからね、こうすれば私たちは同
じお月さまを見ていることになりますよ。私たち一緒に座っていてテレビを見ていたと同じように、私たちは今も一緒にい
るように。”
        その時の私は、本気で信じてしまい、月を長く長く見つめていました。
       どれほどの人は、月を見ていると、酔っ払って夢を見ているように感じるでしょう？朦朧として多くて届かぬ夢を。
       どれほどの海外で留学している子は月を見てて酔ったようになるでしょう。
       どれほど思慕の視線が月に集まり、そして月の光に乗って思慕の遠いところまで届いていくでしょう。
       中秋の名月、おめでとう
       
     

王逸雯さんの日記



この一ケ月

2015.10.03

  この一ケ月は私に対して多分は人生中とても大切な一ケ月かもしれないと思う。

   最初からあまりクラスメートとしゃべれない、今までたくさんの日本人友達を作った、時々冗談をする、みんなと一緒笑って、とても幸せだ。

   我学校は今中間テストをしっている、最近もずうっと勉強している。

   「お疲れなーぶんぶんはこちで生活、疲れないの？みんな毎日毎日勉強だけなのに((-_-))」ひとみを話して。

     私笑って「ううん、ぜんぜん。中国はここよりずっと大変だよ、でも日本の他の学校より、多分ちょっと厳しなー」と言って。

    「あのさー、向陽高校さー、沖縄で頭がいい学校だよ、だからみんな毎日勉強だけだ(￣^￣)ゞ」って。

     確か毎日毎日勉強するけど、こののみんなも楽しいだ、学生も先生も、毎日ニコニコして、心態はいい。

     日本語能力はだんだん上がって、体重もだんだん上がってしまった（泣）。主にここでの生活はとても気持ちかな～

 

 

これは日本語で投稿されたものです

王逸雯さんの日記



頑張れよ、私の仲間達！

2015.10.09

もうすぐ、中国語を勉強している仲間達は中国語のスピーチコンテストに臨みますので、今はみんな練習に励んでいます。

そして私は専門チューターになったわけです（笑）

今回のスピーチはさすがに難しいもので、前鼻音後鼻音から各種言いにくい言葉までいろいろと出ています。

放課後、彼たちは私について発音練習をします。何回も何回もの発音、何回も何回もの訂正。

そうしていると、研修の時に先生の話を思い出しました：そっちに行ったら、人に何かできるかを常に念頭においてね、と。

最初の顔見知りからみんなと仲良くなってきて、実は私はみんなからお世話になっています。日常生活でも、私の気持ちでも。

けれど、気持ちを言葉で表すことが苦手な私は、感謝の気持ちいっぱいでその気持ちをいかにして伝えられるかもわからないままでした。だから彼たちの力になれて、私もとて
も嬉しいです。

今日の練習が終わりましたら、仲間の理子は先生に「先生、私たちのコンテストは、逸雯ちゃんも一緒に行けますか？」と聞きました。

「全国大会まで出場になったら行けますよ」

「逸雯ちゃんは京都に行きたいですか？」理子は私に聞きました。

「行きたいですね」と私は答えました。

「じゃ練習を頑張ろう、逸雯ちゃんが京都へ行けるため。」

どこか違和感を感じるような発言だと気がしなくもないですが、感動しました。

 

こちらはだんだんと涼しくなってきました。夜になってちょっと寒いくらい。

最近は、私は6時半に寮に帰っています、いつもより一時間半遅いです。

休みの時間は一時間半削られてしまいますが、ここの違う風景を体験できました。

部活は6時半にで終わります。私を見かけたら、みんなから暖かく挨拶してくれて、時間があればうちのクラブに遊びにきて、と。

寮への帰り道は、美しい風景でした。高いビルがなく、私の視野を遮るものがなく、空が一面に広がり、海の向こうの空は濃い紺色で、海と同じ色をしていて、さらに山の向こ
うへとだんだんとピンク紫になってゆき、まるで夢のような景色でした。

私のみた風景と私の感じた暖かさには、私の言葉はいかに無力であろうか。

王逸雯さんの日記



楽しい生活と大好きな人たち

2015.10.28

ここに来て、2か月が経ちました。時間が経つのは本当に早いです。

言葉で表現するのが得意ではない私にとって、みんなへの感謝の気持ちをぼんやりと抱くことしかできません。

彼女たちと仲良くなったきっかけ

同級生の誕生日会。みんな寮生なので、私たちは彼女の部屋に遊びに行きました。近くにはファミリーマートしかないので、みんな
お菓子をプレゼントしていて、高価なものはありませんでした。数平米の小さな部屋に、数十人が集まり、おしゃべりして、写真撮
りました。誕生日会の主役がお菓子を開けて、みんなで一緒に食べました。

この時から、私は彼女たちと仲良くなり始めました。彼女たちと騒ぎ始めて、おもしろい方言や、はやり言葉を学びました。

それから、女子高生なので、話題は気になる人、好きな人、といった、「恋話」です。

勉強について

理系は問題がありません。私を悩ますのは文系科目で、ひたすら覚えても専門用語は時間がかかりました。古文は私にとって習った
ことのない現代文で習ったことのないカタカナを説明するようなものです。

でも、初めての中間テスト以降、ずっとここで文系科目を勉強しています。

仲間が助けてくれ、先生が授業で説明したことをノートにとり、一語一語訳注をつけてくれます。そして、「できないところがあっ
たら、私に聞いてね。」といってくれます。

最もよく聞く話

ここで私が最もよく聞く言葉は「さあーぶんちゃんも一緒」。

ここの人は永遠に仲間外れにならない。食事の時も誰かがかならず一緒に食べてくれます。

教室移動の時も一人で移動させることはありません。

みんなで遊ぶときは必ず一緒に連れて行ってくれます。 

残りの数カ月、私たちはきっと一緒に完走できるでしょう。

 

一番大好きな言葉、それは

「ぶんぶん、一緒ねー！」

「うん、一緒。」

  

王逸雯さんの日記



これは日本語で投稿されたものです



私の10月

2015.10.30

総じて言うと、大したことはありませんでした。

このような平平凡凡な十月だったので、私はすっかりここでの生活に慣れました。

私たちは忙しく校内を往来していました。

風が女子のロングスカートの裾をまくりあげ、男子のシャツの一部をまくりあげた。

十月は思っていたよりもかなり早かったです。

同級生との約束も多くなってきました。

十月一週目、

期末テストにかなり苦しめられました。

期末テストが終わった日に、二年生全員で“食事マナー”の研修を行いました。西洋料理レストランに移動し、正式なマナーで西洋料理のフルコースを食べました。2時間かけて
食べました（ゆっくりだったので、ずっと食べていても、ずっとお腹が空いた状態でした）。

その後、学校は中国語を勉強している生徒に “日本高校生中国語スピーチ大会”に参加させることを決めました。私と学校にいる中国人の先生は彼らに訓練し始めました。

日曜日は私の同期生、郝欣桐さんが沖縄に修学旅行で来たので、私は早起きして車で彼女に会いに行きました。

印象深いのは、飛行機が遅れて、2時間も待ち、彼女からの着いたよ、というメールをやっと受け取りました。その時、彼女は飛行機を降りたばかりで、まだ荷物を受け取って
いなかったので、分厚いガラスのドアを隔ててお互いを見ながら電話をしました。彼女が出てきたときには、抱き合い、感動で涙がでました。

十分にも満たない再会の後、慌ただしくお別れしました。

十月二週目

家庭科の授業でついに、日本の漫画と同じように、包丁を使いました。

私は魚を洗って内臓を取り出してさばきました..

みんなは手さばきはとてもすごくて（料理が出来る男子は言葉にできないくらいかっこいい）、とにかく、とても楽しい昼食でした。

それから私たちは四組の同級生とバレーボールをしました。

四組には超かっこいい男子が２人いて、そのうちの一人はミスターキャンパスでバレーボールがとてもうまいので、私たちのクラスの女子も狂ったように拍手して叫んでまし
た。

週末は中国語がとてもうまいきれいな先輩2人と火鍋を食べに行きました。長い間辛い物を食べていなかった私にとって、本当に大きな慰めとなりました！

先輩のお母さんも美人で、優しい美人です。途中、私たちと談笑しながら車を運転して寮まで送り迎えしてくれました。

十月三週目

防災演習は私に警鐘を鳴らしました：ダイエットするべきです。

先生を含め、全ての生徒が机の下に潜ったとき、私だけ机と椅子の間に挟まった時、「やばい！」と思いました

次の日、学校が招いた琉球交響楽団が学校に来て演奏をしてくれました。実際に見ながら聞くのと、イヤホンで聞くのでは全然違っていました。演奏したての音はどれも新鮮
で、とても耳に心地よかったです。

翌々日の夜は寮生にとって良い知らせで、食堂でのビュッフェでした。全部、肉料理で、アイスクリームケーキもありました。ダイエットしなきゃ、という考えはすっかり消え
てしまいました。

それと、中国語の発表会が、学校であり、全学年の生徒がみんな見に来ました。私は日本語の司会で、とてもスマートにできたと思います。少し言い間違えたところもあるけ
ど、みんなわかってくれていて、私の事をちょっとかわいいとおもってくれました (=ﾟωﾟ)ﾉ。

夜は同級生の誕生日で、その日は大勢で彼女の部屋に行き、ハイテンションで遊びました。みんなは、私がこんな風に楽しく遊ぶ人だとわかり、関係がとてもよくなりました。
みんなの目にはもうおとなしい私はいないけど..

王逸雯さんの日記



本来今週の予定だった中国語大会は台風で来週に延期になりました。

十月四週目

思い通りではなかった中間の成績は私にひどいショックを与えました。

私は追試浸けになったけど、簡単な追試はなぜか私を喜ばせました。

その後、もう一度数学のテストがありました。三角関数の章末総括テストです。ところが、うっかり範囲を見落としてしまい、点数はまたもや私は精神的ショックを受けまし
た。来週の追試に向けて準備して、すこし緊張していました。（微笑）。

具合が悪くなり、医務室に行きました。ぼんやりと医務室の先生との話を聞きました。先生がか細い声で私に“明日はハロウィンだよ、早く良くならないとね。”と言ったことだ
け覚えています。

 





とにかく楽しい

2015.11.07

今日は模試で、朝七時四十分から午後五時十五分まで、止まることなく、国語数学英語物理化学生物政治歴史全部受けました。

   素敵であったはずの土曜日は、模試で過ごしました。

   帰ってきて、郑桐先輩とお喋りしました。彼女がこちらに居た時の写真と第9期生の便りを見ました。

   本当に光陰は矢の如しだなあと感慨を募らせます。

   郑桐先輩のように、みんなと仲良く付き合えるようになりたいと思いますね。

   こっちの男の子とは、親しくなりにくいです。

   けれどみんなやさしいですよ。

   私にとっては、時間は本当にどんどん速くなってきています。

   ここで私の学年のミスターキャンパスの写真を献上。（小さい画像ははっきり見えないでしょう、大きくした画像にしますよ）

（郑桐先輩からもらった画像ですが、本人は本当に、本当に、超！い！け！め！ん！）

王逸雯さんの日記





11月と芽生える乙女心

2015.11.28

今月ずっとテストだったので時が経つのがとても速く感じました。

ここ3ヶ月、話し方も限りなく日本の女子の感覚に近づいてきたように思います。

影響を受けたのはこれだけではありません。

毎回一緒におしゃべりする時、いつも「恋話」という話題がでて、その次には

     “雯雯は彼氏できた？”

     “ええ！？いないの！？こんなにかわいいのに！”

     “今好きな人はいるの？”

     “こっちで探したいと思う？”

     “こっちでかっこいいと思う子はいる？”

     “****君のこと、どう思う？”

 このような質問をいっぱいされます。

年越しの時に親戚を訪ねて、おばさん達に”いい人は見つかった？”と聞かれる結婚適齢期を過ぎた女性のようです。

洗脳されてしまったのかどうかわかりませんが。

隣のクラスのある男子が気になり始めました。

毎回偶然すれ違う時…

いつもかすかに洗濯用洗剤のいい香りがします。

それ以来小説みたいに胸がきゅんとします。

それ以来時間を計算して偶然を装って食堂に会いに行きます。

それ以来時間を計算して偶然を装って水を汲みに行きます。

それ以来時間を計算して寮の帰りに偶然会ったかのように装います。

期末テストまで夜は食堂で勉強できます。ある日、食堂を通りかかると彼が中で座って本を読んでいるのを見ました。私は何も言わずにすぐに友達をひっぱって、復習用資料を
もって食堂に入り、勉強を始めました。

あ！私の乙女心！

ゆっくりと冬に入る11月ですが、そんなに寒くなくなりました。

こんな日記をアップするのはいいか悪いかはわかりません。

でもこれも私の生活の一部分です。

王逸雯さんの日記



今日また町に行きました

2015.12.06

 クラス担任の先生は昨日、陶芸体験園に連れて行ってくれ、沖縄シサーを作りました。

 （沖縄人は「しし」を「しさー」と言います）

 それから夜は中華料理を食べに行きました。

 味は意外にも正統な中国の味でした。

 お店は東北から来たご夫妻が開いたもので、とても親切でした。

  さらに帰り際に、料理をサービスしてくれました..

  楽しかった

王逸雯さんの日記







しっかりと守られた心

2015.12.09

昼休みに友達と教室の外でお弁当を食べました。

沖縄は最近気温が下がってきて、冬の制服を着るにはちょうどいい温度です。

私たちの後ろにある高い木、私たちの石机はちょうどその陰にあります。低い草は隙間なくびっしり一面になって、たんぽぽはあちこちにあります。

１２月に入ると、みんなまず思いつくのは：もうすぐクリスマスだ。

みんなでお喋りしてサンタさんの話になった時、彼女たちは中国にはサンタさんがいるかと聞いてきました。

こんな質問されるは初めてで、一瞬あっけにとられました。

いると思う人もいるし、いないと思う人もいる...私は答えました。

じゃ、ぶんぶんはサンタさんを見たことは？

ないです...けど、人によって演じられたサンタさんを見たことはあるけど...サンタさんは存在していないはずでしょう...

じゃ、ぶんぶんはいい子じゃない、サンタさんはいい子にしかプレゼントをしませんよ。彼女は冗談を言っています。クリスマスになると、私は早く寝てしまいます、目が覚め
たらすぐそばにプレゼントが置いてあります。

彼は冗談で言ってるのか本気でサンタさんが存在していると信じているのかを考えてしまいます。

その後、話題を変えて、いつになってサンタさんが存在していないと知ったかになりました。

楓は中二の時に知ったけど、今になってもすこし納得できない気持ちが残っていると言いました。

その年、彼女はサンタさんに手紙を書かなかったのです。そして食事の時に両親が聞いてきました：クリスマスのプレゼントは何がいいの？と。その場の雰囲気は微妙になって
しまいました。楓はその時からサンタさんが存在しているかどうかを疑い始めたようです。そして夜は寝たふりをして、両親の行動をその目でみました、悲しくてしばらく落ち
込んでいたということです。

 

ほかの人もみんな似てます、両親が事前に買っておいたプレゼントに気づいたとか両親はうっかり口を滑らせたとか。

 

ふと自分の両親を思い出しました。両親はあっさりとこの世にはサンタさんがいないと私に言いました、その時からもうクリスマスに対する期待は完全に消えました。

 

ふと複雑な気持になってしまいました。こちらの親は、幼稚でありながら素敵な方法で自分の子に善良で簡単な心を保たせました。

 

単純で善良な人は、周りに守られているか、みんな同じく単純で善良に生活しているのどちらかと言われています。

 

ご飯を盛る時、前の人はご飯を掬うしゃもじを私に手渡しながら、「あげる」と微笑んでくれました。それを受けた私は、盛り終ると自然に微笑みながらしゃもじを次の人に渡
します、引き換えに「ありがとう」をもらいます。たぶん、これは最も簡単な「優しい気持」の伝達でしょう。

王逸雯さんの日記





職員室の日常（まえがき）

2015.12.15

 

 

 

クラスメートはみんな修学旅行に行きました。

二年生は私一人だけになっています。

だから彼たちが帰ってくるまでに、私は職員室で宿題をすることになっています。

職員室というのは、大きなオフィスで、先生方全員がそこにいます。

出入り口の端っこに大きな机がいくつか置かれてあって、私はそこで勉強します。そのため、先生方は職員室を出入りする際、私のところを必ず通ることになっています。

昨日は一日真面目に宿題をやりました。特に何の出来事もなかったから、いきなり二日目からはじめましょう。

職員室の先生方は皆愉快です。

一番前の真ん中で、後ろに大きな黒板のあるところに座るその席は、教頭先生の席です。

教頭先生はとても真面目な方で、みんなにキャンパスでお菓子を食べさせないです。

学校の向かい側のfamily martから小さい包みのお菓子を買ってきた先生を見かけるたびに、私は思います：この職員室で、お菓子を食べないのは教頭先生一人だけだろう、
と。

こちらにいらっしゃる先生方は皆愉快そうです。

国語の先生方はみんなでお喋りするのが好きなようで、よく笑い声が聞こえます。あまりにもわいわいと楽しそうにしているからか、席は少し離れたところにあります。

数学の先生方はみんなで問題を解いたり、テストの採点をしたりするのが好きなようです。

外国語の先生方は英語や中国語や日本語が入り混じって、なんだか混乱しそうな感じです。

それ以外も沢山あります。

どうして職員室の物語について考え出したのでしょう？

こっちの先生方は授業中とそうでない時にどう違うかを見てみたいし、中国の先生とどう違うかも見てみたいからかな。

 

これから何日間の日記は、もしかすると全部職員室の話しになるかもしれません。

小説を読む気持ちで読んでくださいね。

王逸雯さんの日記



職員室の日常（1）

2015.12.15

 

昨日の一日はしっかりと宿題をやりました。昨日の課題を終えただけでなく、数学との戦いも終わらせました。これからの何日間は国語と英語に専念しようと考えています。

そして、今朝は、私は派手な自殺的行為を起こしました。

「これほどの効率よさは、先生も思いもしなかったでしょうへへへ。

「きっとほめてくれるんだろうへへへ」

そう思いながら私は数学の課題を提出しました。

予想通りに先生が褒めてくれました。

そして、これからの何日間はやることはもうないだろうと心配してくれたらしく、三セットの課題を出してくれました。

心の中で叫びました：あらら、まさに大当たりじゃないか、と。

【プレーヤー王逸雯は再び数学の課題三セットを獲得しました。おめでとう】

午後は、国語をやりながら暴れそうになりました。

古文を見つめてどこから書けばいいかさっぱりわからず。

遠くから眺めると、私は恐らく体を机の上に寄せて宿題をじっと見ているように

瞑想する（ぼうっとする）ように見えるでしょう。

そして化学の先生はお茶を手にしてニコニコと近づいてきました

「今は忙しくなさそうですね」

私の頭はどこがおかしいか「はい、ちょっと暇です。」と答えてしまいました。

「化学の課題がありますが、やってみたいですか？」

 化学って、どう見てもハードルが高そうなのにやってみれば簡単ですむ科目なんでしょう。スラスラと解いていったら、化学に詳しくない人から憧れられるでしょうへへへ。

そこで私の頭はまたどこかおかしくて、「本当？いいですか？化学やりたいです。」

こんなに化学が好きな子を見るのは、化学の先生には恐らく久しぶりのことでしょう、気前良さそうに四セットの課題をくれたわけです。

気がついたら、手に４セットの課題を握ったままです

その時、私の内心は崩壊直前です。

【プレーヤー王逸雯は化学の課題四セットを獲得しました。おめでとう】

王逸雯さんの日記



職員室の日常（2）

2015.12.15

うちの学校の、あの「金持ちイケメン」の顔をしている数学の先生は

なんだか不思議です。

職員室を出入りする度、お高く私をちらっと覗きます、

私にこう伝えているように

「俺はかっこいいし、性格もいいのに、単なる魂のエンジニア（先生）（中国語で先生のことを尊敬の意を込めて用いる比喩です。―訳注）にすぎないなんて、全く生き甲斐が
ないぞ。」と。

それを受けて、私も揺るがない目で見返して：

「私だって可愛い顔しているにも関わらず、ここで素直に勉強しているんですよ。」と

そして、彼は、白い目で

私を一瞥したような気がします。

【職員室を出入りする度に私に目をくれる一組のイケメン数学先生へ】

国語の先生で、体つきの小さい「ちびっこ」な男性の先生がいます。その先生は丸い縁のメガネをかけて、ぼうっとした可愛らしい気質があります。

今日のお昼は食事の後、職員室に戻ったら、数名の先生方が職員室の入り口を塞いでいるのを見かけました。三年の学級担任で、長身の政治の先生は、その「ちびっこ」先生の
手を掴まえて、もう一人の先生はおもちゃのモデルハンドで「ちびっこ」先生の顔を突いていたところでした。「ちびっこ」先生は顔をしかめて、顔を左右に振りながら逃げよ
うとして、その場にいた先生方を笑わせてしまいました。

私はそこで立ち尽くして、ただ驚いていました。日本の先生って、親しみやすそうな行動をしますね。

【先生方の職員室及び可愛らしい「ちびっこ」先生へ】

王逸雯さんの日記



職員室の日常（3）

2015.12.15

私の生活は、小さな感動が編み込まれているかもしれません。

クラスメートたちは修学旅行に向かい、寮から出た時に、私は玄関に立っていたから、彼たちは私に向かってとても大きい声で、「お土産買ってきてあげますから、この何日間
は職員室で頑張って課題をやってね。」と言ってきました。

私は、言葉が出なくなってしまいました。

毎日先生方と一緒に過ごし、一人で十数時間もずっと座って課題を書くと言ったら、聞くだけでなんて退屈なんだと思うでしょう？

中国から来た子は、先生に対して多少抵抗があると思います。どっちみち中国の先生は厳しいし、先生と生徒の境線もはっきりとしていますから。

けれど、こちらの先生はあまりにも親しみやすくて、私のような「先生に対して多少抵抗がある」という子でも、先生方のことがとても好きになったくらいです。

職員室を出入りする時、時々こちらに寄ってきてくれて、ちょっとしたお喋りをしてくれたり、冗談を言ってくれたりして、先生だからと言って威張ったりすることは全くあり
ません。

私の数学の先生は別の机でテスト問題やらを考えているようです。

私は二時間もじっとして課題をしてきたせいか、腰を伸ばして首を動かしたら体中ピリピリと音を立てました。数学の先生は顔を上げて私を見て、にこにこして言いました：
「ちょっと散歩してきたら？」

「大丈夫です」と答えました。みんなは授業中だから気になります。

そして先生は手元のテスト問題を置いて、私を連れてくれて、キャンパスをしっかりと一周しました。

放課まではあと３０分、私はそわそわして待っていました。

そして、私の臨時担任先生は優しい顔で近づいてきました

「あと３０分だから、もうちょっと辛抱して。」と言って、こっそりチョコレートをくれました「教頭先生にばれないようにね、学校ではお菓子が禁止だからね。」

チョコレートを手にしたまま、なぜか心に暖かい何かがよぎった。

王逸雯さんの日記



職員室の日常（終わり）

2015.12.17

 

今日で仲間のみんなは帰ってきます。

今日で私は職員室で課題を書く最後の日になります。

たぶん、今日も普通に過ぎていくでしょう。

私は手で頬を支えて仕事中の先生方を眺めながらそう思っていました。

突然に、私の臨時の担任先生が近づいてきて私の肩を軽く叩きました

「ちょっと買い物に付き合って」

クリスマス・ツリー.イルミネーション.人群

近くにある繁華街あたりはすでに濃いクリスマスの雰囲気が漂っています。

私は臨時の担任先生とおしゃべりしながら街をぶらぶらしました、普通の仲良しな親友のように。

好きな映画や服のスタイル、先生が学生時代の恋人などについて話したり、私にいい人がいないかと助言してくれたりして..

そしてコーヒーと甘いものを買ってくれて、退屈になりそうな午後をずっと付き合ってくれていました。

前まで、この先生にはあまり深い印象がなかったです。

この先生のことを分かるようになってからとても好きになりました。

これこそ、きっかけというものかもしれません。

クラスメートは修学旅行に行ったことをきっかけに、私は職員室で課題を書くことになり、先生方のいつもの楽しい日々について知ったのと同じように。

四日前に、私はさんざん悩み、必死に覚悟を固めて、ようやく職員室でおとなしく課題を書けるようになったことを思い出しました。

あっという間にそこから離れるとなると、なんだか寂しいです。

【職員室の先生方から楽しさと沢山の小さな感動を頂いて、感謝の気持ちで一杯です。たぶん、それらの感動で私も先生方と同じような暖かい人になれるでしょう】

王逸雯さんの日記





ちょっと好きな気持ち

2015.12.26

寮でクリスマスパーティーをしました。

クリスマスパーティーはとても順調で、みんなの出し物のほとんどがコントのようなものでとても面白かったです。とくに面白かったのは知恵と勇気を駆使した寮の管理人と私
たち寮生の対話で、権力や抑圧と戦い、勝った時の喜びの歌を歌うという既視感がありました。

学年一のイケメンも参加していて、とても楽しかったです。彼が演じたのは寮の管理人でしたが。

夕食はまたバイキングでした。魚、肉、さらに、私たちはお酒を飲めないので、シャンパン風の飲み物もありました。思う存分楽しんだと言えるでしょう。

ここの寮で私が一番感じたのは、中国とは違い、中国の寮は私たちに眠る所とシャワーを浴びる場所を提供するだけで、時間通りに消灯して時間どおりに断水します。ここの寮
は一棟の大きなマンションで、自分のことは自分で管理します。細かい事にも気配りをしてくれる寮の管理人がいて、厳しいですが、私達はみんな私達のためを思ってくれての
ことだとわかっています。寮生については言うまでもなく、家族が同様の存在です。

しょっちゅう他の人の部屋に行って騒ぐのが好きで、ルームメイトとこっそり寮でインスタント麺を食べるのが好きです。ルームメイトが部屋に貼った蛍光シールが好きです。
寝付けない深夜にベランダでぼんやりするのが好きです。うっすらと明るくなってきた明け方に海を見るのが好きです。食堂のおばさんが毎日私におかずを増やしてくれるのが
好きです。食堂で食事をする時に友達とおしゃべりをしたりテレビを見たりするのが好きです。毎日寮をでて登校する時にずっと厳しい顔の寮の管理人さんが突然やさしく「い
ってらっしゃい」と言ってくれるのが好きです。

この寮に対して私がこれらのちょっと好き、という気持ちを抱くのが止まりません。

メリークリスマス。

王逸雯さんの日記







17歳と成長

2015.12.26

昨日心連心の先生達からのお祝いとみんなの写真を受け取り、とても感動しました。昨夜はクリスマス会の後、みんなすぐ
に部屋に戻って寝たのではなく、いくつかのグループにわかれて遊びました。

私は部屋に戻らず、翌日授業があったのだけど、彼女たちと一緒に長い時間騒ぎました。

大体0時くらいに部屋に戻り、シャワーを浴びて寝るつもりでした。

私は顔を洗い終わって部屋に戻ると、ルームメイトがちょうどカーテンを閉めているところでした。私は彼女がもうすぐ寝
るのだろうと思っていました。私は座って机を整理して眠る準備をしていました。

突然ベランダの扉が開いて、誕生日の歌と共にカーテンが開き、友達が私への誕生日プレゼントを持って歌いながら入って
きて私を囲みました。

その瞬間私はぼんやりしてしまい、口を押さえて言葉がでませんでした。本当に感動しました。

みんなが、17歳はいい年になるといいね、と言ってくれました。

それから思いもよらなかったのが、彼女たちは自分のlineのプロフィール画像を全部私の写真に替えていました。どれも変な
顔だけど、とても感動しました。

更に思いもよらなかったのは、翌日学校へ行くと、全学年の人が私が誕生日だったことを知っていたことです。知っている
人も知らない人もみんな、誕生日おめでとう、と言ってくれました。学校一のイケメンまで！

もちろん、プレゼントもたくさんもらいました。

明日寮が閉まります。今日たくさんの寮生が帰っていきました。

学校が終わってちょうど寮に着いて、鍵を取りだそうとした時そらがちょうど彼の大きいスーツケースを持って出て行こう
としていました。私を見て突然立ち止り、「ぶんぶん、ここで待っていい？1分だけー？」と言いました。

私はうなずいて待っていました。

彼は荷物を置いて戻って行きました。彼のかけてくる足音が聞こえて、１分もたたないうちに、彼は戻って来て、冬季限定
のお菓子を私にくれました。「お誕生日、おめでとうー」と言い終えると急いで戻って行きました。

これに対してまた感動しました。

その後miyuと一緒に海岸に行って、てんぷらを食べ、写真をたくさん撮りました。3時間歩いたので、miyuの足は靴ずれして
いましたが、彼女は毅然と大丈夫と言い、引き続き歩き続けました。私はとても彼女に感心しました。きれいだけど、甘や
かされて育ってなくて、率直な性格でかわいいです

感想：

王逸雯さんの日記



私の周りにいるすべての人に感謝します。私が完ぺきではないことも、私の欠点も知っているのに、私を見捨てないでいて
くれてありがとう。

中国ではずっとみんながプリンセスのように扱ってくれ、わがままをみんなに聞いてもらっていました。でも、こちらでは
頼れる親戚も知り合いもいないので、頼れるのは自分だけでした。だからこちらに来てとても成長しました。何度も泣きま
したが、その都度私はたくさんの事を考えて、わかった後に、自分が成長したと感じました。

17歳、私はまだ成長し続けます。未知の17歳に直面して、私はもっと良くなりたいです。

もっとたくさんの事を自分でできるようにならなければいけません。ここでは私は逃げられないのです。私を甘やかし、自
分の代わりにすべての困難に直面してくれる人はいないのです。

宮崎駿監督の映画「千と千尋の神隠し」の中で最後に白竜が千に対して言うあの言葉「千尋、行きなさい。振り返ってはい
けませんよ」のようです。

成長とはある一瞬に無理やり前に進まされるものなのでしょう。昔のことを忘れられない人がある日アルバムの中の素晴ら
しい想い出を削除し、未来を見るように自分自身に告げることなのです。
 





私は頭がすごく痛いんだ

2016.01.07

ひどい頭痛で頭が爆発しそう。

途中まで寝てて目が覚めて痛みで壁を叩きつけてしまいました。これは昨日の午後のことでした。六時前なのにすっかり暗くなっていて、なぜかひどく頭が痛くなってきたの
で、そのままベッドに横たわってちょっと寝ようとしましたが、ずっと半醒半睡の状態で、目が覚めたら胃がむかむかしていました。

その時、私が痛みで満面の涙になっていた時、ルームメートは突然帰ってきました。彼女は袋を持ったまま電気を付けずに、窓から漏れてきた街路灯の明かりで、手探りでその
袋を私の机に置きました。

私は彼女を呼んでみましたが、驚かせてしまったようです。多分私が起きていると思わなかったのでしょう。

すぐに気分はどうと尋ねてきました。そして体温計を渡してきて熱があるかどうか測ってみてと言いました。

体温を測っている間に、彼女はずっと話していました。今日の午後の英語の授業で、古瀬先生はあなたが病気になったと聞いてとても心配してくれていたよ、放課後寮に戻った
時に国場先生はあなたがどうしてご飯を食べにこないのと怒ったとか…

ビビビ...と体温計が鳴った、彼女はそこで話をやめて何度かを聞きました。

良かった、私は熱が出ていないんだ、ただの頭痛の問題です。

熱がなくてよかった、これはえみりさんが買ってくれたもので、あなたが晩ごはんを食べなかったからお腹が空くだろうと思って...彼女はその袋をちょっと触ってみせてくれた
後、すぐに横になって休んでと促しました。

彼女が宿題を持って出て行くのを見送っていました。やはり電気を付けなかったです。

そして今朝、私はルームメートに小声で呼ばれて目が覚めましたが、頭痛は依然として頭を爆発させてしまいそうでした。

寮の管理員である国場先生に伝えておいたと彼女は言いました。先生は私の状況を知っていたはずですが、それでも一度先生のところに呼びだされました。彼は私の状況を確認
したいようでした。

それを聞いた私は、あらま、またここで唯一私にとても優しくない先生と話しをしないといけないことになるんだ、と思いました。私は鉛でも入れられたかと疑うほどに重い頭
を支えて、壁にぶつかりながら宿舎管理員のところにやってきました。

予想通りでした。彼に無理やりご飯を食べさせられました。むっとした口調で、昨夜は食べてなかったし、昨日の朝も少ししか食べてなかったし、栄養は追いつかないから頭痛
になっても当然だ、そして今日の昼ごはんはちゃんと食堂で一緒に食べなさいと言われました。でも最後は、しんどいなら先生に言って、病院に連れて行くから、無理しないで
と優しく言ってくれました。

心の中では実に感動していました。

それからまた寝てしまいました。

ずっと昼まで寝て、目が覚めたら少しは良くなりましたが、顔はむくんでて自分でも見ていられなかったです。そしてシャワーをしてから食事を取りに行きました。

当番の宿舎管理員は優しいおばさんでした。私は彼女のことがとても好きで、普段の放課後も、事務室に座っている彼女の仕事ぶりをよく見かけます。

彼女は私を見たら、そして私の桃のようにむくんだ目を見たら、優しく言ってくれました「悲しいことでもあったら先生に言ってね。宮里先生や国場先生に言ってもいいけど...
二人とも男だからね...時間的にできるなら私に言ってね。私は教師ではなく、近所のおばさんですよ...何を話してもいいですよ・成績だとか親友だとか好きな男の子だとか...も
しもあなたの好きな男の子が寮生であれば、私は議論にかけられる情報はいっぱい持っていますよ...気分が晴れない時に必ず先生に言ってね、覚えていてね。と言って、私の頭
を撫でてくれました。

私は笑顔で御礼を言いましたが、踵を返すなり涙が出てしまいました。

たぶん、これまでに悲しいことはあり過ぎて、不意に見透かされて、なんだかちょっと感動したからかな。

彼女とお喋りはしてはいなかったけど、それでもとても感動しました。異国にいてそんなに優しくしてくれる人はそれほど多くいるわけではないから。

でも、みんなが面倒を見てくれたおかげで、私はまた健康な子になりました。

古いことわざで、「傷が治ったら痛さを忘れる」（性懲りもなく）とあって、マイナスな表現です。でも私が思うには、たとえ痛さを忘れたとしても、私たちの傷を治してくれ
た人を忘るべからずでしょう。

王逸雯さんの日記





私の冬休み

2016.01.16

冬休みはもうおわっちゃったけど、私が怠けて日記を書いていなかったので、今回で補足します。みなさん、画像を見てください。

王逸雯さんの日記





沖縄の初雪

2016.01.25

今年、私が初雪を観賞したと言ったら、みなさんおかしいなあと思わないですか？

いくらなんでも、私は年平均温度が２４度以上の沖縄に居るものだから。

けれど、昨日は、この亜熱帯に位置する小さな島に、雪が降りました。

昨夜は、私はシャワーをして部屋でヘアドライをしていました。外はとても寒いから、部屋の中に居る私はとても居心地良かったです。突然、クラスメートの誰かは廊下で大声
で叫んでいるのを聞こえました

      「雪降っている！！！」

そして私は外へと引きずられていきました。

廊下の暗い電灯の下、ぼんやりと雪が降ってきているのを見れます。彼らは手を出して、そして目の前に持ってきて見たら、笑いながら「本当雪だ！！！すごーーー」と言いま
した。

昨日は雪が降った時に、屋外は六度しかなくて、体感温度は三度しかなかった、しかも私たちは海に近いから風もとても強かったけれど、彼らは全く寒さを忘れたようにも見え
ました。

翌日にニュースで見ました。三十九年ぶりの寒さ、２２５年ぶりの雪だそうです。私は毎年雪を見れてむしろうんざりと思う時もあるくらいですが、みんなに影響されて、沖縄
で雪が見れるなんて、こんなに幸運なことには、やはり嬉しかったです。

王逸雯さんの日記



五ヶ月目：痛みと成長

2016.02.05

あっという間に五ヶ月が経ってしまいました。

最初は泣き崩れるくらいのことでも、今の私にとってはもうどうでもよくなってきました。

責任を負うこととストレス。

寮監からもらった言葉は、私をすっかりと目覚めさせてくれました。

煎じ詰めれば、私は普通の留学生と違います。自費留学生ならすきなように振る舞えばいいけれど、公費できた私たちには、責任のほうが大きいです。と寮監は言ってくれまし
た。

ここのクラスメートたちにとっては、実に私は中国を代表しているようなもので、彼らの目に映った私は、まさに中国の学生そのものに見えます。だから私は常に良いイメージ
を保つよう心がけなければなりません。

だんだんと、自分らしくなくなってきたと感じてきました。

それから、ストレスがあまりに溜まったあげく、学校の心理学の先生に打ち明けました。中国の学生でも、一人一人それぞれ性格や気性は異なりますので、私一人で代表できか
ねます。私のことだけで中国の学生は良いか悪いかを決めつけるのは軽すぎるのではないかと。

そこで寮監に説教されました、さんざん説教されました。主に私がここにいる一年間は、まさに中国を代表していると言ってきました。

寮監の話で、その日私は大泣きしました。その時は、こちらへの留学を後悔するほど辛かったです。しかも期末テストの前の週のことでした。寮監の言葉で頭いっぱいで勉強す
る気にならなかったです。でもよく考えると、誰のせいにもできないのではないかと思えました。たぶん、私は十分に優秀ではない、前の先輩たちと比べると私はよくできてい
ないだけかもしれません。

それから一晩じっくり考えて、なんとか納得できた気もしてきました。

最初は私があまりにもわがまますぎて、ここに来たらもう自分らしくいるだけを考えてはいけないことを、ずっと温室に引きこもって、ちょっと温室から出されるとすぐさま怯
んでしまうような子供のままで居てはいけないことを忘れてしまいました。

だんだんと、理解してもらえると期待しなくなってきました。みんなの脳回路は異なりますので、何をもって理解し合えるでしょう？

できるのは、ひたすら自分を変えて、あるいは改善していって、ここに馴染むしかないでしょう。

五ヶ月をかけた成長から、異文化の交流には、通じる言葉だけでなく、より大事なのは理解と受入れることと、心込めたコミュニケーションが必要であると思い知らされまし
た。

さらに「心連心」の深い意味をしみじみ感じました。

半年くらいの時間は残っています。最初はつらくて耐えられないほど長く感じた時間でも、今はもう怖がらないです。ゆっくりと流れていってくれればいいでしょう。

痛みとともに成長していく、最初の痛みはより分かるようになった自分を作り上げてくれました。何も経験しないといつになっても大人にはなれないですね。
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卒業の季節

2016.03.01

お別れを詩に変えて、青春の思い出を詠おう。

春に入った三月、桜が咲いた日本の最南端、卒業の季節。

体育館に掛かっていた「咲来勢為」が「臥龍鳳雛」に変わったを見て、卒業のお別れの歌を歌って、光陰矢のごとしと感慨を漏らしてしまいます。

自分は泣かないと思っていました。三年生の先輩たちと付き合いは浅いと思ったのに、彼たちが行ってしまう時にやはり泣いてしまいました。私が来たばかりの時に、彼たちは
教えてくれたり助けてくれたりしなければ、上手くここには溶け込めなかったです。彼たちの優しさは、すでに私の生活に染みこんでいます。

先生による送別の言葉も催涙弾のようで、思い出とまとめの次の言葉は、いつもの「バイバイ―」「また明日ねー」の代わりに、丁重な「さよなら」が継いでいます。また会う
のは、どんな季節でしょう？

たぶん、私にも別れたくないお別れを経験したことあるからか、そういった各自の荷物を背負って、自分の夢を抱えて努力していこうという名残惜しさをしみじみわかっていま
す。

三年生の先輩たちは夢の大学に入り、将来はこの社会で浮き沈んでいって、長い時間を過ごし、いまのお別れの辛さに気持が動揺されないほどの長い時間を過ごしても、いまの
写真を見たら、高校時代のみんなの清々しい顔で、やはり心の中は波紋が広がるでしょう。

学校の裏の桜は咲きました、花の道を作り上げています。もうしばらくしたら、花びらは風に吹かれ落ちてくるでしょう。その花びらは私たちの肩に舞い落ちる時に、私たちは
三年生になります。

卒業おめでとう、

素敵な大人になるように頑張ってください。
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3.11

2016.03.11

 

今日は3.11です。

2011.3.11   14:46:18

福島原子力発電所は爆発しました。

五年前の災害時のビデオを見ました。揺れていた建物、黒い海。ビデオに映っていた人はずっと走っていて、大声で叫んでいた：「速く！もっと速く！」

「速く逃げーー」

けれど、言葉が終わらぬうちに、数人は突然黒い海に消えました。

速すぎ、いきなり過ぎです。

逃げる人、追いかけてくる海、揺れる大地。

すべてのチャンネルは急遽災害警戒情報に割り込まれ、アナウンサーもヘルメットをかぶっていました。

現地学校の体育館はみんなの避難所です。中には涙を拭いているお年寄りがいて、泣いていた子供がいました。

見ているだけで心が痛いです。

去年の九月にやっと戻っていいと知らされました。

そして、お年寄り夫婦へのインタビューです。

お年寄り夫婦は、去年戻ってきましたが、お隣の人はみんないなくなって、開いているお店もほぼなくて、寂しいよと言いました。子供たちの所在もわからない、と…

もう一人のお婆さんはインタビューを受けました。今は沖縄に住んでいて、三人目の息子と一緒に。

福島に帰りたいと呟きました...みんなに会いたいけど、みんなはどこにいるでしょう..？

そして帰りたくない人にもインタビューしました。どうして帰らないのと聞いたら、あそこにはもう誰もいない、待ってくれる人もいない、あるのは建設中の建物しかないから
と答えました。彼らにとっては悪夢のような冷たい場所に過ぎず、もはや家とは言えないから帰りたくはない、と。

ここまで見てて本当に心が痛いです。泣きながら自分の家族が下敷きになった家に駆けていた子供、救援隊に自分の子供を見たかと尋ねていた母親、家族と連絡が取れないお年
寄り、彼らの頼りもない絶望は忘れられません。

時が移り物事が行き変わってきて五年間、彼らがもう家族と一緒になっていることを祈り、過去のことに縛られずに新しい生活ができるように祈ります。
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3.25 学年休会

2016.03.31

    学年休会で、私はまた泣きました。

    今年で離職される先生はもっとも目立つ席に座っていて、一人一人前に立って発言しました。

 

 

       私たちの学年主任は、私たちの政治の先生でもあり、大男である彼は話しながら嗚咽を漏らしました。彼が経験した人生の中で大きな事、例えば結婚、子供が生まれた時
は、すべて向陽高校にいる間で、多くの生徒さんと同僚からのお祝いをもらったと語っていました。

 

         私が好きな地理の先生、これまでに地理のテストを三回受けて、うち二回は赤点でした。毎回、彼女は私の解答用紙に大きな赤い花を描いて、「頑張ったことは分かりま
すよ」と言ってくれていました。続けて努力した結果、ようやく赤点の呪いから出た時に、彼女はまた私の解答用紙に長く書いてくれました。彼女が地理の先生だったからこ
そ、私は地理をしっかりと勉強していたでしょう。

 

 

     私が好きな化学の先生、今回は東京の某高校へ書記として赴任することになっています。少し年がいって話す時は息が漏れてぼんやりと聞こえますが、講義は本当に素敵で
す。

 

 

   私の英語表現の先生、来学期はうちのグループのスピーチを見てくれると約束したのに、行っちゃいます。

 

     体育の先生も行っちゃいます。前回三千メートルの長距離走の時に、彼女は後ろから大げさに追いかけてきて「止まるな」と叫んできたことをふと思い出して、一瞬に赤い
目になってしまいました。

 

     生物の先生も本当に優しかったです。話す時も講義の時も、いつもあどけなく笑っています。彼の授業ではみんな真剣に聞いていなかったかもしれませんが、みんなは彼の
ことが好きです。

 

       一番一番一番一番一番悲しかったのは私たちのイケメン担任の先生です。私が来たばかりの時に、すごく私のことに気を使ってくれて、ずっと努めて私のことを理解して
くれるようにして、私が病気になった時にいつもラインで様子を聞いてくれて、私をあちこち観光に連れて行ってくれて、完璧に先生としての責任を果たしています。彼は本当
に本当に二組のみんなが好きなようです。毎学期の終わりにケーキを、ホワイトデーにチョコレートを買ってくれますし、この一年うちのクラスの後ろの黒板がいつも一番きれ
いだったのも、彼が飾ったからです。最後に、クラスでみんなで書いた手紙を彼に渡した時に、彼は涙を流し始めました：「政治の先生が泣いたのを見てて、生徒の前で泣くの
はバカだと思ったのに、まさか自分まで…」クラスメートのみんなも、泣きながら笑っていました。

        これからもういないよ、もうこんなに私たちに優しくしてくれる担任の先生がいなくなるよと思ったら、私は目頭が熱くなって堪らないです。

      そして先生達が、改まった口調で「さよなら」と別れを告げた時に、本当に泣き出したかったですが、恥ずかしいから必死に涙を堪えて、まさか堪えきれたとはね、喉には
苦い何か詰まっていました。

 

      最後に別れる時に、担任の先生が私と握手しました。すごく暖かくてすごく柔らかくて、この間はご苦労さん、これからも残りのわずかの時間は頑張ってください、と言っ
てくれてから、クラスのみんなに「みなさん、これからぶんぶんをよろしくね」と言いました。

     そこで私の涙腺がもたなくなって、涙がポツリポツリと落ちてきちゃいました。

     先生方には新しい学校に行っても、優秀な先生になるように、輝く未来があるように。
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4.14壮哉我大九州！

2016.04.19

那天突然看手机，群里有消息，“侯天妍！侯天妍！”

后来知道熊本地震了。
从来没有那样认真的祈祷过，熊本拜托不要再震了。
后来大分也震了，九点钟起床的我看着手机里凌晨两点半发来的消息，吓得立马打电话。
谢天谢地他们接了。
谢天谢地他们没事。
后来侯天妍又没转移到安全的地方。
晚上她在她住家，我们给她打电话，她说她睡不着，我们就也不睡，一起唱歌缓解情绪，在这种无能为力的情况下，我们能做
的只有陪伴。
现在她也去了安全的地方。
壮哉我大心连心小伙伴！
么么哒！

王逸雯さんの日記
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4.15远足水枪战争

2016.04.19

     远足真的是一件痛并快乐的事。

     来冲绳这么久，第一次来海边。
     真的是美的名副其实，透明的碧波在阳光下闪耀，有些刺眼却让人不忍挪开目光。我也和他们一样脱下鞋，赤脚走在沙滩
里。细沙干燥柔软，捧起一把总会发现有星砂（就是星星形状的沙子，冲绳沙滩的特色）。
      燥热是被水枪冲散的。
      我和同学在沙滩上堆沙子，突然背上一闷，紧接着是凉意，等我反应过来开始逃跑的时候，背后已经全湿了。
       然后我也接水去打，光脚跑在沙滩上草地上，撒出的水折射耀眼的光，湿着身笑着的同学们，也很耀眼。
       汗与水和在一起浸湿了我们的班服，胸前的logo更加的红了。
        毫不留情的水枪攻击表明了我们不再生疏的关系，倾尽体力的大家睡死在车上，脸上手臂上大腿上晒伤的微红，是这次远
足的印记。
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这是一个多么温柔的地方

2016.04.23

这是一个多么温柔的地方。

地理课的上一任同桌是一个特别不会与女生打交道的男孩子。特别腼腆娇羞。之前和他上了大半学期的地理课，除了普通的挨
拶意外，几乎没有其他的交集。
上学期期末考试前，我们在地理课上偷偷复习数学，有一道题我实在是不会，问过我周围的女生，大家也是不知道该怎么解。
无奈之下我就硬着头皮去问他。
他琢磨了一下，说这需要个公式，数学书里面有...  ...
这地理课哪儿去变数学书呢？
然后他说他去上厕所，我也么多想什么，以为他就只是简单的上个厕所而已，然后自己接着琢磨。
后来他回来的时候，手里多了本数学书，跟我讲，刚刚其实是去教室拿书去了。
前几天体育课的时候，因为女生是单数，我又是最后一个，非常自然的我就落单了。然后想着再过不了多久自己就回去了，也
就不太在意这种事情了。
后来我们班的小美女chinatu过来说“ぶん一人か、じゃあ千夏と一緒やろ”感动的我鼻尖一酸。
这里不管是老师还是同学，真的很会照顾别人的感受，体检五人一组，非常的巧我是第四十一个。最后剩下六个人的时候，老
师说“最後の一人辛くねー？じゃあー”
“三々に分ける”我同学说。
体育五十米短跑也是俩人一组。
怕我落单跑了一遍的kasumi又来陪我跑了一遍。
昨天中午坐在一起吃饭，他们问我来日本最想体验什么我说。“来る前にさ、ホームステイと思ったわけ、だから母さんの弁当
を食べてみたい、でも予想以外のは寮に入った、寮の弁当も美味しいけどー（笑）”
“じゃあ明日楓と交換しよう、楓は寮弁食べたいわ”
然后晚上line上跟我说，问我有没有什么喜欢吃的有什么不能吃的，她的妈妈想用心的准备一下。
早上在学校上课，chiasa突然给了我一份用礼品袋，用粉红色的丝带系了一个漂亮的蝴蝶结。我问她是什么特殊的日子吗？她说
不是的，就是昨天晚上做作业走神想着大家的事，太喜欢大家，想赶快把这份喜欢传达给大家，就起身去做了几个小蛋糕。
很奇特，但是意外的可爱。
夏天快到了，可能是临海所以这里虫子格外的多。对于我这种怕虫到极致的人简直就是精神折磨，上课上到一半突然被虫子吓
的跳起来这都不叫事儿。
我周围的人总是会帮我赶虫子，虫子靠近了他们就帮我赶走。帮我捉桌子上的蜘蛛，赶走澡堂里的蟑螂。
开始燥热的冲绳，并没有让人心也变的烦躁。
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5.2新入生球技欢迎大会

2016.05.16

  

    因为不会打排球之前还想着装病逃过这场大赛，结果前两天真的病了，同学非拉着我体育见习结果把排球给学会了。然后反
而开始期待今天的球技大赛。
    
     参加了之后真的发自内心感慨，幸好我来了。
     今天简直就是竞争，平常关系老好了的隔壁理数科还有寮生同盟普通科，因为分组比赛好像变得老死不相往来。
     当然没有那么严重。
     
      开场尤为震撼，国文科理数科普通科分别抱成一个大圈，然后每个年级有一到两个代表在我们围成的圈里带动大家的气氛。
他们挥着自己做的大旗，拿着自制的扩音器大吼“国文！国文！”然后我们跺脚。“声出してー！声！声！”然后两百四十多个人一
齐吼，和着体育馆放着的热血音乐，整个人都超级振奋。
        虽然理数科和普通科也这么做了，可是他们没有大旗。
      真的他们球技都不是盖的，团队配合的超级好，该往地上摔时摔，该上天的时候上天，真的誓死都不让球落地。
      当然没有那么严重。
      大家应援做的也特别到位，整齐划一，拍手“パーパパーパパ”然后大喊“行けー”喊得时候还要向上打一拳（我形容的不是很
好）。
      认真打球的男生最帅了。
      我真心这么认为。
      帅到已经跟长相没有什么关系了。
  
      把我夹杂在这群帅哥之中我感觉我要窒息了（噢！）
      我真的有好好的打，以至于手臂那一块淤青了。
      即使如此很可惜我们还是没赢。
      
      最终理数科拿了冠军。
       场子上的热血BGM一直没停。
       真的这是一个很好的体验，相比常规一直坐在教室里刷题，感觉这才是青春。
        我闻到了青春汗水的味道，虽然它有点臭。
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回忆录（一切的开始）

2016.05.31

   今天是2016.5.31，离离开冲绳还有五十多天，这让我不禁回想起一年前的事。
     2015.5.31。
     是我们十期生面试的日子。
     老师们可能不知道，从面试的时候开始我们就开始往来，一直到接到通知，一直到现在。
      ...
      写了一段矫情的话发现完全不是我的丝带儿。发现自己写不下去了。言语完全无法表达我的心情与感想，也许是我的语文学
得不好，或者又是我们的经历与感情一言难尽。
      缘分还真是一个奇妙的东西。
      
      那个时候完全没有恐惧，想着过没过都没什么关系。倒是现在经历了那么多之后，才开始庆幸幸好当时通过了。
      
      一个令人昏睡的下午，我穿戴整齐去面试，用着我坑巴的日语回答老师的问题，有的我反应慢了还听不懂，就含含糊糊的糊
弄过去了。
     现在清清楚楚记得老师的一个问题：
    “你是怎么理解'心连心'这个主题的？”
      我当时一阵懵逼，心想不该问些将来的梦想之类宏大的问题么？怎么突然问起这么有想法的问题了。
      然后凑合着回答“心连心... ...字面上看就是心连着心... ... 其实是心与心的交流吧，真心理解对方，搭建日中友好桥梁...”
     但在我经历了这八九个月的打磨之后，如果再让我回答一遍，我会说：
     对于我十期生的大宝们“无论最终分开比见面多，但是心从未离别过”；对于在日本交到的朋友们“语言不通没关系，可以打心
底去理解接受，毕竟共建和谐社会的心是相同的”。
      ......不知道我的想法有没有很好的传达呢
     还是感谢那天的我有好好表现。
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回忆录（family mart）

2016.06.01

以下简称F。
刚来这边的时候我就慌了。
处在深山老林的学校，出行简直难比登天。
唯一的寄托就是对面的F。
刚来的时候没有网卡就是天天去那蹭wifi，也经常去那里买东西。说实话来这边差不多一年涨十公斤有五公斤都是因为F的便当
和デザート。
这家分店的店长十分的帅气，对没错是我喜欢的类型，长得高腿还长，浓眉大眼标准的冲绳人长相，只是比较白。勤恳能干，
吃苦耐劳（跑题了..）
每次考试的前一天，F里的同学格外多，大概都集中买巧克力，特别是寮生。F就是发生美丽邂逅的地方，如果看到某位寮生イ
ケメン撒着拖鞋就出门了，那么你就可以准备着去F跟他邂逅..
我是有事没事就去F的人，甜点零食便当泡面面包饮料口腔溃疡的药防晒霜牙膏洗面奶沐浴露充电器水枪...
马上就要回国了，肯定会有好长一段时间，去适应没有family  mart的日子吧。
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回忆录（信）

2016.06.30

 

在我留学期间不能缺少的的是我大十期生的宝贝们。在日本从北到南，都就是我的心灵支柱。
为了证明大家自己都是文艺青年，除了在网上聊天，偶尔还会互相写写信啥的来点小情调..放学的时候看着我的信箱里有了信封
我就会很开心。
收到信的时候感觉自己被挂念着。
喜欢信的原因就是，可以摸着上面笔记的凹槽，感受写信人握笔的力度，然后想象着他们握笔的姿势，他们认真的表情。
大家发信给我之前都会和我说一声，但这并没有减少我的惊喜程度，反而会让我一天天的期待，等着这些写好的信，慢慢的从
大阪、奈良、大分或宫城等等漂洋过海到我手中。
我会读好多好多遍，在我难过的时候，在我焦虑的时候，在我辗转难眠的时候，看着看着就安下了心。
这些信我都好好的放在一起，一齐把活寄回国了。
毕竟对我来说都是很珍贵的东西啊。
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回忆录（我收到的零食）

2016.07.04

在我刚来这边的时候我是极为思念国内那些重口味零食的。
然后我就跟我一同学说“好想吃国内辣辣的零食啊，想念它们：（”
然后隔天下午我正睡午觉呢一个视频电话就打过来了“起来看你想吃什么。”
他推着车举着手机拍零食架上的零食，任我挑，然后他结账给我邮寄来了，我说我转账给你他也不收说没事智障在那边吃好喝
好照顾好自己就行了。
恨与感激交杂在一起了。
过了两周才收到，果然中国零食在日本也是大人气。
当然到现在已经吃完了但是邮寄的单子我还留着做纪念呢...虽然已经寄回国了。
———————————————————
再就是刚研修完的情人节那天，大阪梁方舟宝贝做了情人节曲奇和巧克力，屈于我魅力难当（...）梁宝贝就给我寄了。
过了两天就收到了，宿管老师跟我说“真是好呢情人节还有人给你寄巧克力呢”然后我高举那盒快递在众人羡慕的眼神下高傲的
回房了（...）
完全好评！五星好评OK？
好吃的我照片都忘拍了好吗！
然后我又扒下了邮寄的单子做纪念。
虽然已经寄回国了。
———————————————————
那天突然一个电话打进我的小黑砖“告诉我你的地址快！”
急促的小声音把我听懵逼了回了一句“你谁啊”
“李颜秀”
没过多久..好像就是隔天就收到了，四大盒赤福和一小盒牛奶草莓馒头。
都和她一样甜腻可爱。
然后被我吃完了。
当然邮寄的单子还是被我撕下来做留念了。
同上寄回国了。
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回忆录（高二的结束）

2016.07.04

那天也就是老师离职的日子，我哭得稀里哗啦的接住老师给我通知表看到后面老师给我写的话哭的更伤心了。
   还记得我不能去修学旅行而在职员室狂写作业的那段日子。同学们回来之后，我的美差老师给我买了一个马来西亚的手表送我
了，现在我都留着....寄回国了。
   哎哟喂我英俊的班主任啊！
   都快回国了但只要看到了这段话我还是会哭「心優しく友達想いのぶんぶん、沖縄に来てくれてありがとう。みんなと過ごし
てくれてありがとう、、、たくさんの沖縄観光名所に連れて行ってあげたかったけど、行けなくて、ごめんね。」
我都忘了我那天是怎么送老师离开的，只记得老师给我拿了一卷纸我就杵那儿哭。
想想觉得还真是有点不好意思。
但是我也想说，感谢我来到了冲绳，感谢遇到了为我着想的大家，感谢遇到了那么多那么好那么温柔的老师。
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回忆录（花美男教师团）

2016.07.04

我也不知道这么中二的名字能引进来多少人观看，但是我发自真心的不是套路大家增加我这篇作文的点击量，我这学期的男老
师真的都超帅。
 
       新学期还是有点不能接受我走了个英俊的班主任，但是上帝关上了一扇门，就给我开了很多扇窗子。
        首先是新来的副班主任，刚从别的学校转过来的伦理老师，是我们的12期生校友（我这一届是21期生），这个老师不太
高，但是真的很好看。大家能不能想像一下那种精灵花仙之类妖气蓬勃的生物，我们伦理老师就是那一类，帅的妖气满满，睫
毛超级长真的就像两把刷子一样，笑起来眼睛就弯成月牙，让人迷醉。
       再是新来的宿管，真的是！之前宿管让我受得委屈我全认了！真的！不计较了！新来的这个宿管真是太帅了，特别阳光，是
那种运动元气满满型的，宽松的运动体恤也被他穿的很性感，能把衣服撑起来可以明显看出看见发达胸肌的轮廓，毕竟身材好
没办法，还有健壮的肱二头肌，粗壮的小臂。性格也超棒，整个人咋咋唬唬的特可爱。已婚。
   
       新来的化学老师是那种把西装穿的特别笔挺的人，帅得很低调，看起来成熟稳重。讲题的时候非常的迷人，可能因为声音低
成好听，听的时候大家都是少女心泛滥，一股邻家大哥哥的即视感，可惜这位邻家大哥哥的孩子都两岁了。
       隆重的！之前我在《职员室的日常》里写过的帅出新天地的一班数学老师，对没错！我现在就是一班的学生！帅的简直就是
从漫画里走出来的一样，自从老师变成他之后我就没有在数学课上睡过觉，小差都不开真的！真的是又高又帅温柔还幽默... ...他
马上结婚一周年了！祝福他！
       体育老师是个帅大叔，黑发里面夹杂着白发，非常的有韵味，皱纹并没有影响到他帅气的面庞，当他穿上球衣和男生一起打
球的时候，真的觉得连岁月也不能拿他怎么样，真的会运动的男生太帅。
      不要看我我没有照片。
      

王逸雯さんの日記
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